
文教福祉常任委員会

概
要

概
要

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

二日市小学校

二日市東小学校

令
和
６
年
度
か
ら
３
年
間
の

　
　
　
介
護
保
険
料
が
決
定

65
歳
以
上
の
第
１
号
被

保
険
者
の
介
護
保
険
料
は
、

介
護
保
険
事
業
計
画
と
と

も
に
３
年
に
一
度
改
定
し

て
い
ま
す
。
次
期
３
年
間

の
保
険
料
基
準
額
は
、
要

介
護
認
定
者
と
サ
ー
ビ
ス

受
給
者
の
増
加
に
伴
い
、

対
前
期
比
約
２.

７
５
％

増
の
月
額
５
，
６
０
０
円

と
な
り
ま
し
た
。
蓄
え
て

い
た
基
金
を
取
り
崩
す
こ

と
に
よ
り
、
上
昇
幅
を
抑

え
ま
し
た
。

問

こ
れ
ま
で
基
金
が
約

６.１
億
円
積
み
あ
が
っ
て
お

り
、
今
回
約
3.5
億
円
取
り

崩
す
こ
と
に
な
っ
た
。
後

期
の
負
担
軽
減
の
た
め
に

も
っ
と
残
し
て
お
く
べ
き

で
は
。

答
　
今
期
は
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
等
で
積
立
額
が
多
く

な
っ
た
。
な
る
べ
く
保
険

料
が
上
が
ら
な
い
よ
う
に

使
い
、
残
り
は
後
期
の
た

め
に
残
し
た
い
。

問

保
険
料
を
収
め
る
こ

と
が
困
難
な
方
の
た
め
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
は
。

答
　
世
帯
主
が
失
業
し
た

り
災
害
に
あ
っ
た
場
合
の

保
険
料
減
免
と
所
得
要
件

に
よ
る
利
用
者
負
担
額
の

一
部
補
助
制
度
を
設
け
て

い
る
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

二
日
市
小
学
校
・

　
　
二
日
市
東
小
学
校
増
改
築

二
日
市
小
学
校

　
二
日
市
小
学
校
は
、
令

和
12
年
度
に
学
級
数
の
ピ

ー
ク
を
迎
え
、
８
学
級
分

の
教
室
が
不
足
す
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
推
計

ピ
ー
ク
時
に
は
39
学
級
を

受
け
入
れ
る
た
め
、
新
校

舎
に
普
通
学
級
教
室
16
、

特
別
支
援
学
級
８
を
確
保

し
、
多
目
的
室
・
相
談

室
・
少
人
数
教
室
・
教
材

室
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

室
な
ど
の
整
備
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

二
日
市
東
小
学
校

　
二
日
市
東
小
学
校
は
、

令
和
14
年
度
に
学
級
数
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
、
今
よ
り

も
７
学
級
の
教
室
が
不
足

す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
推
計
ピ
ー
ク
時
に
は
、

52
学
級
を
受
け
入
れ
る
た

め
、
普
通
学
級
８
、
特
別

支
援
学
級
８
を
確
保
し
、

多
目
的
室
・
通
級
指
導
教

室
・
児
童
更
衣
室
・
相
談

室
・
教
材
室
の
整
備
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

第
４
期
障
が
い
者
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
長
期
行
動
計
画

　
こ
の
計
画
は
、
令
和
６

年
度
か
ら
令
和
11
年
度
ま

で
を
期
間
と
す
る
、
市
の

障
が
い
者
福
祉
施
策
全
般

の
理
念
や
基
本
的
な
方

針
、
目
標
等
を
定
め
た
も

の
で
、
基
本
理
念
は
「
地

域
と
支
え
合
う
　
共
生
社

会
の
ま
ち
づ
く
り
　
ち
く

し
の
〜
だ
れ
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
〜
」
で
す
。

●
基
本
目
標
　

①
啓
発
・
地
域
福
祉
活
動

②
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

③
保
健
・
医
療
体
制
の
充

実
④
療
育
・
保
育
・
教
育
の

環
境
づ
く
り

⑤
生
涯
学
習
・
社
会
参
加

の
充
実

⑥
雇
用
・
就
労
の
促
進

⑦
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

●
新
た
な
基
本
施
策

①
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
の
推

進
②
障
が
い
福
祉
人
材
の
確

保
・
定
着

③
虐
待
防
止
の
推
進

問

事
業
所
と
の
連
携
強

化
の
た
め
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
に
お
い
て
、
人
材
の

定
着
化
に
つ
な
げ
て
い
く

と
の
こ
と
だ
が
、
人
材
確

保
の
具
体
案
は
あ
る
か
。

答
　
事
業
者
と
の
連
携
に

よ
る
意
見
交
換
を
す
る
こ

と
で
、
新
た
な
ア
イ
デ
ア

が
出
れ
ば
、
支
援
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

計
画
等
を
進
め
て
い

く
上
で
、
当
事
者
団
体
や

当
事
者
の
方
に
寄
り
添
っ

て
進
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
以
前
か
ら
申
し
上
げ
て

い
る
が
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
に
意
見
が
な
か
っ

た
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
て
い
る
の
か
。

答
　
当
事
者
だ
け
で
な

く
、
市
民
の
方
が
考
え
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
る
。
広
報
等
を
通
じ

て
市
民
の
方
々
に
も
理

解
、
協
力
の
お
願
い
を
広

く
発
信
し
て
い
き
た
い
。

　
二
日
市
小
学
校
・
二
日
市
東
小
学
校
に
お
い
て
は
校
区

内
に
マ
ン
シ
ョ
ン
や
住
居
系
建
物
が
多
く
建
設
さ
れ
児
童

全
体
の
数
が
増
加
、
特
別
支
援
学
級
に
在
籍
す
る
児
童
も

増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
35
人
学
級
へ
の
移
行
の
影
響

と
一
部
老
朽
化
も
進
み
小
学
校
校
舎
の
増
改
築
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

総務市民常任委員会

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

　
本
件
は
、
国
民
健
康
保

険
税
の
税
率
等
を
改
正
す

る
た
め
の
条
例
改
正
に
な

り
ま
す
。

　
筑
紫
野
市
民
お
よ
そ
10

万
人
の
う
ち
国
保
加
入
者

は
２
万
人
弱
で
あ
り
、
市

民
の
８
割
を
占
め
る
社
会

保
険
加
入
者
は
既
に
社
会

保
険
料
を
支
払
い
済
み
で

す
。
社
会
保
険
加
入
者
の

立
場
か
ら
す
る
と
、
国
保

会
計
へ
の
赤
字
補
塡
に
市

税
が
投
入
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
は
、
社
会
保
険
料
の

二
重
負
担
と
も
言
え
、
こ

う
し
た
状
況
を
解
決
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
本
市
も
、
長
年
に
わ
た

り
赤
字
補
塡
目
的
繰
入
れ

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

保
険
税
率
の
改
定
を
実
施

し
た
結
果
、
令
和
４
年
度

決
算
で
、
辛
う
じ
て
黒
字

に
転
じ
、
赤
字
補
塡
目
的

繰
入
れ
を
解
消
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
引
き
続

き
、
令
和
５
年
度
保
険
税

率
も
改
定
し
た
結
果
、
令

和
５
年
度
決
算
も
赤
字
補

塡
目
的
繰
入
れ
を
回
避
で

き
る
も
の
と
見
込
ん
で
い

ま
す
。
国
民
健
康
保
険
事

業
で
は
、
医
療
費
適
正
化

や
収
納
率
向
上
の
取
組
に

よ
り
、
歳
出
抑
制
、
歳
入

確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
被
保
険
者
数

が
減
少
傾
向
、
被
保
険
者

の
高
齢
化
及
び
医
療
技
術

の
高
度
化
に
よ
り
、
一
人

当
た
り
の
医
療
費
が
増
加

し
、
今
後
も
厳
し
い
財
政

状
況
が
続
く
と
見
込
ま
れ

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
国
民

健
康
保
険
事
業
の
安
定
的

な
運
営
を
図
っ
て
い
く
た

め
、
筑
紫
野
市
国
民
健
康

保
険
税
の
税
率
等
を
改
定

す
る
も
の
で
す
。

問

改
正
内
容
を
見
る
と
、

所
得
割
は
マ
イ
ナ
ス
、
均

等
割
が
プ
ラ
ス
で
、
低
所

得
者
の
人
た
ち
に
と
っ
て

み
る
と
負
担
が
増
加
し
た

と
い
う
こ
と
な
の
か
。

答
　
国
民
健
康
保
険
事
業

の
運
営
に
関
す
る
協
議
会

で
も
、
低
所
得
者
に
寄
り

添
う
姿
勢
は
非
常
に
大
切

だ
と
い
う
意
見
を
頂
戴
し

て
い
る
。
一
方
で
、
お
よ

そ
10
年
後
に
県
下
で
完
全

統
一
さ
れ
る
予
定
の
保
険

税
率
か
ら
か
け
離
れ
て
い

く
と
、
統
一
の
際
の
ギ
ャ

ッ
プ
が
大
き
く
な
り
、
将

来
に
負
担
が
生
じ
る
恐
れ

も
あ
る
。
そ
こ
で
、
所
得

が
少
な
い
方
に
対
す
る
救

済
措
置
と
い
う
の
は
、
別

の
算
定
方
式
を
作
る
べ
き

と
考
え
て
い
る
。
国
保
事

業
が
県
に
統
一
さ
れ
、
今

後
一
般
会
計
の
赤
字
補
填

を
行
わ
な
い
よ
う
に
し
て

い
く
国
、
県
の
強
い
方
針

が
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

に
従
っ
て
い
き
た
い
。

消
防
団
員
の

　
　
　
待
遇
を
改
善

　
消
防
団
員
の
処
遇
改
善

の
た
め
、
報
酬
お
よ
び
費

用
弁
償
の
額
を
改
定
す
る

条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

問

新
旧
で
階
級
ご
と
の

上
が
り
幅
が
違
う
が
、
団

長
、
副
団
長
、
分
団
長
、

副
分
団
長
と
見
た
場
合
、

特
に
副
分
団
長
に
関
し
て

は
変
更
が
な
く
、
部
長
、

班
長
、
団
員
の
上
が
り
幅

は
大
き
い
と
感
じ
る
、
差

が
あ
る
理
由
は
。

答
　
筑
紫
地
区
で
均
衡
を

図
る
観
点
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

の
額
を
定
め
た
。
副
分
団

長
は
、
筑
紫
地
区
と
比
較

し
て
据
え
置
く
こ
と
が
妥

当
と
判
断
し
た
。

問

消
防
団
員
に
成
り
手

が
な
い
と
い
う
よ
う
な
状

況
を
克
服
す
る
こ
と
に
な

る
か
。

答
　
あ
る
程
度
の
一
助
的

な
も
の
に
は
な
る
だ
ろ
う

と
認
識
し
て
い
る
。
消
防

団
活
動
に
理
解
を
示
し
て

い
た
だ
き
、
活
動
を
担
っ

て
も
ら
え
る
方
を
一
人
で

も
多
く
確
保
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
の
で
、

地
域
の
皆
様
の
御
理
解
、

御
協
力
を
得
な
が
ら
、
引

き
続
き
団
員
の
確
保
、
勧

誘
等
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

概
要

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
改
定

議案

議案議案

報告

報告

令和6年度筑紫野市国民健康保険税率改定

筑紫野市消防団員報酬
新旧対比表

医療給付分 後期高齢者
支援金分

介護納付金分
（40歳から64歳）

7.32%⇒6.83%
（－0.49）

2.66%⇒2.80%
（＋0.14）

2.44%⇒2.43%
（－0.01）

27,200円⇒
28,100円
（＋900）

10,800円⇒
12,300円
（＋1,500）

16,400円⇒
18,000円
（＋1,600）

25,900円
（据え置き）

9,700円⇒
10,700円
（＋1,000）

なし

所得割
（1人につき）

均等割
（1人につき）

平等割
（1世帯につき）

階級

団長

副団長

分団長

副分団長

部長

班長

団員

272,000円

179,300円

80,400円

66,000円

41,000円

37,000円

36,500円

２７０,０００円

１７８,０００円

７９,０００円

６６,０００円

３４,０００円

３０,０００円

２９,０００円

改正後
（年額）

改正前
（年額）

可
決

可
決

可
決

答答

問

問

答答 問問

答 問

答

答 問

問
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概
要

概
要

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

二日市小学校

二日市東小学校

令
和
６
年
度
か
ら
３
年
間
の

　
　
　
介
護
保
険
料
が
決
定

65
歳
以
上
の
第
１
号
被

保
険
者
の
介
護
保
険
料
は
、

介
護
保
険
事
業
計
画
と
と

も
に
３
年
に
一
度
改
定
し

て
い
ま
す
。
次
期
３
年
間

の
保
険
料
基
準
額
は
、
要

介
護
認
定
者
と
サ
ー
ビ
ス

受
給
者
の
増
加
に
伴
い
、

対
前
期
比
約
２.

７
５
％

増
の
月
額
５
，
６
０
０
円

と
な
り
ま
し
た
。
蓄
え
て

い
た
基
金
を
取
り
崩
す
こ

と
に
よ
り
、
上
昇
幅
を
抑

え
ま
し
た
。

問

こ
れ
ま
で
基
金
が
約

６.１
億
円
積
み
あ
が
っ
て
お

り
、
今
回
約
3.5
億
円
取
り

崩
す
こ
と
に
な
っ
た
。
後

期
の
負
担
軽
減
の
た
め
に

も
っ
と
残
し
て
お
く
べ
き

で
は
。

答
　
今
期
は
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
等
で
積
立
額
が
多
く

な
っ
た
。
な
る
べ
く
保
険

料
が
上
が
ら
な
い
よ
う
に

使
い
、
残
り
は
後
期
の
た

め
に
残
し
た
い
。

問

保
険
料
を
収
め
る
こ

と
が
困
難
な
方
の
た
め
の

セ
ー
フ
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ィ
ネ
ッ
ト
は
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答
　
世
帯
主
が
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業
し
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り
災
害
に
あ
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た
場
合
の

保
険
料
減
免
と
所
得
要
件

に
よ
る
利
用
者
負
担
額
の

一
部
補
助
制
度
を
設
け
て

い
る
。

概
要

委
員
会
で
の
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疑

二
日
市
小
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校
・

　
　
二
日
市
東
小
学
校
増
改
築

二
日
市
小
学
校

　
二
日
市
小
学
校
は
、
令

和
12
年
度
に
学
級
数
の
ピ

ー
ク
を
迎
え
、
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学
級
分

の
教
室
が
不
足
す
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
推
計

ピ
ー
ク
時
に
は
39
学
級
を

受
け
入
れ
る
た
め
、
新
校

舎
に
普
通
学
級
教
室
16
、

特
別
支
援
学
級
８
を
確
保

し
、
多
目
的
室
・
相
談

室
・
少
人
数
教
室
・
教
材

室
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

室
な
ど
の
整
備
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

二
日
市
東
小
学
校

　
二
日
市
東
小
学
校
は
、

令
和
14
年
度
に
学
級
数
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
、
今
よ
り

も
７
学
級
の
教
室
が
不
足

す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
推
計
ピ
ー
ク
時
に
は
、

52
学
級
を
受
け
入
れ
る
た

め
、
普
通
学
級
８
、
特
別

支
援
学
級
８
を
確
保
し
、

多
目
的
室
・
通
級
指
導
教

室
・
児
童
更
衣
室
・
相
談

室
・
教
材
室
の
整
備
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

第
４
期
障
が
い
者
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
長
期
行
動
計
画

　
こ
の
計
画
は
、
令
和
６

年
度
か
ら
令
和
11
年
度
ま

で
を
期
間
と
す
る
、
市
の

障
が
い
者
福
祉
施
策
全
般

の
理
念
や
基
本
的
な
方

針
、
目
標
等
を
定
め
た
も

の
で
、
基
本
理
念
は
「
地

域
と
支
え
合
う
　
共
生
社

会
の
ま
ち
づ
く
り
　
ち
く

し
の
〜
だ
れ
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
〜
」
で
す
。

●
基
本
目
標
　

①
啓
発
・
地
域
福
祉
活
動

②
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

③
保
健
・
医
療
体
制
の
充

実
④
療
育
・
保
育
・
教
育
の

環
境
づ
く
り

⑤
生
涯
学
習
・
社
会
参
加

の
充
実

⑥
雇
用
・
就
労
の
促
進

⑦
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

●
新
た
な
基
本
施
策

①
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
の
推

進
②
障
が
い
福
祉
人
材
の
確

保
・
定
着

③
虐
待
防
止
の
推
進

問

事
業
所
と
の
連
携
強

化
の
た
め
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
に
お
い
て
、
人
材
の

定
着
化
に
つ
な
げ
て
い
く

と
の
こ
と
だ
が
、
人
材
確

保
の
具
体
案
は
あ
る
か
。

答
　
事
業
者
と
の
連
携
に

よ
る
意
見
交
換
を
す
る
こ

と
で
、
新
た
な
ア
イ
デ
ア

が
出
れ
ば
、
支
援
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

計
画
等
を
進
め
て
い

く
上
で
、
当
事
者
団
体
や

当
事
者
の
方
に
寄
り
添
っ

て
進
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
以
前
か
ら
申
し
上
げ
て

い
る
が
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
に
意
見
が
な
か
っ

た
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
て
い
る
の
か
。

答
　
当
事
者
だ
け
で
な

く
、
市
民
の
方
が
考
え
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
る
。
広
報
等
を
通
じ

て
市
民
の
方
々
に
も
理

解
、
協
力
の
お
願
い
を
広

く
発
信
し
て
い
き
た
い
。

　
二
日
市
小
学
校
・
二
日
市
東
小
学
校
に
お
い
て
は
校
区

内
に
マ
ン
シ
ョ
ン
や
住
居
系
建
物
が
多
く
建
設
さ
れ
児
童

全
体
の
数
が
増
加
、
特
別
支
援
学
級
に
在
籍
す
る
児
童
も

増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
35
人
学
級
へ
の
移
行
の
影
響

と
一
部
老
朽
化
も
進
み
小
学
校
校
舎
の
増
改
築
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

総務市民常任委員会

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

　
本
件
は
、
国
民
健
康
保

険
税
の
税
率
等
を
改
正
す

る
た
め
の
条
例
改
正
に
な

り
ま
す
。

　
筑
紫
野
市
民
お
よ
そ
10

万
人
の
う
ち
国
保
加
入
者

は
２
万
人
弱
で
あ
り
、
市

民
の
８
割
を
占
め
る
社
会

保
険
加
入
者
は
既
に
社
会

保
険
料
を
支
払
い
済
み
で

す
。
社
会
保
険
加
入
者
の

立
場
か
ら
す
る
と
、
国
保

会
計
へ
の
赤
字
補
塡
に
市

税
が
投
入
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
は
、
社
会
保
険
料
の

二
重
負
担
と
も
言
え
、
こ

う
し
た
状
況
を
解
決
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
本
市
も
、
長
年
に
わ
た

り
赤
字
補
塡
目
的
繰
入
れ

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

保
険
税
率
の
改
定
を
実
施

し
た
結
果
、
令
和
４
年
度

決
算
で
、
辛
う
じ
て
黒
字

に
転
じ
、
赤
字
補
塡
目
的

繰
入
れ
を
解
消
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
引
き
続

き
、
令
和
５
年
度
保
険
税

率
も
改
定
し
た
結
果
、
令

和
５
年
度
決
算
も
赤
字
補

塡
目
的
繰
入
れ
を
回
避
で

き
る
も
の
と
見
込
ん
で
い

ま
す
。
国
民
健
康
保
険
事

業
で
は
、
医
療
費
適
正
化

や
収
納
率
向
上
の
取
組
に

よ
り
、
歳
出
抑
制
、
歳
入

確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
被
保
険
者
数

が
減
少
傾
向
、
被
保
険
者

の
高
齢
化
及
び
医
療
技
術

の
高
度
化
に
よ
り
、
一
人

当
た
り
の
医
療
費
が
増
加

し
、
今
後
も
厳
し
い
財
政

状
況
が
続
く
と
見
込
ま
れ

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
国
民

健
康
保
険
事
業
の
安
定
的

な
運
営
を
図
っ
て
い
く
た

め
、
筑
紫
野
市
国
民
健
康

保
険
税
の
税
率
等
を
改
定

す
る
も
の
で
す
。

問

改
正
内
容
を
見
る
と
、

所
得
割
は
マ
イ
ナ
ス
、
均

等
割
が
プ
ラ
ス
で
、
低
所

得
者
の
人
た
ち
に
と
っ
て

み
る
と
負
担
が
増
加
し
た

と
い
う
こ
と
な
の
か
。

答
　
国
民
健
康
保
険
事
業

の
運
営
に
関
す
る
協
議
会

で
も
、
低
所
得
者
に
寄
り

添
う
姿
勢
は
非
常
に
大
切

だ
と
い
う
意
見
を
頂
戴
し

て
い
る
。
一
方
で
、
お
よ

そ
10
年
後
に
県
下
で
完
全

統
一
さ
れ
る
予
定
の
保
険

税
率
か
ら
か
け
離
れ
て
い

く
と
、
統
一
の
際
の
ギ
ャ

ッ
プ
が
大
き
く
な
り
、
将

来
に
負
担
が
生
じ
る
恐
れ

も
あ
る
。
そ
こ
で
、
所
得

が
少
な
い
方
に
対
す
る
救

済
措
置
と
い
う
の
は
、
別

の
算
定
方
式
を
作
る
べ
き

と
考
え
て
い
る
。
国
保
事

業
が
県
に
統
一
さ
れ
、
今

後
一
般
会
計
の
赤
字
補
填

を
行
わ
な
い
よ
う
に
し
て

い
く
国
、
県
の
強
い
方
針

が
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

に
従
っ
て
い
き
た
い
。

消
防
団
員
の

　
　
　
待
遇
を
改
善

　
消
防
団
員
の
処
遇
改
善

の
た
め
、
報
酬
お
よ
び
費

用
弁
償
の
額
を
改
定
す
る

条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

問

新
旧
で
階
級
ご
と
の

上
が
り
幅
が
違
う
が
、
団

長
、
副
団
長
、
分
団
長
、

副
分
団
長
と
見
た
場
合
、

特
に
副
分
団
長
に
関
し
て

は
変
更
が
な
く
、
部
長
、

班
長
、
団
員
の
上
が
り
幅

は
大
き
い
と
感
じ
る
、
差

が
あ
る
理
由
は
。

答
　
筑
紫
地
区
で
均
衡
を

図
る
観
点
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

の
額
を
定
め
た
。
副
分
団

長
は
、
筑
紫
地
区
と
比
較

し
て
据
え
置
く
こ
と
が
妥

当
と
判
断
し
た
。

問

消
防
団
員
に
成
り
手

が
な
い
と
い
う
よ
う
な
状

況
を
克
服
す
る
こ
と
に
な

る
か
。

答
　
あ
る
程
度
の
一
助
的

な
も
の
に
は
な
る
だ
ろ
う

と
認
識
し
て
い
る
。
消
防

団
活
動
に
理
解
を
示
し
て

い
た
だ
き
、
活
動
を
担
っ

て
も
ら
え
る
方
を
一
人
で

も
多
く
確
保
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
の
で
、

地
域
の
皆
様
の
御
理
解
、

御
協
力
を
得
な
が
ら
、
引

き
続
き
団
員
の
確
保
、
勧

誘
等
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

概
要

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
改
定

議案

議案議案

報告

報告

令和6年度筑紫野市国民健康保険税率改定

筑紫野市消防団員報酬
新旧対比表

医療給付分 後期高齢者
支援金分

介護納付金分
（40歳から64歳）

7.32%⇒6.83%
（－0.49）

2.66%⇒2.80%
（＋0.14）

2.44%⇒2.43%
（－0.01）

27,200円⇒
28,100円
（＋900）

10,800円⇒
12,300円
（＋1,500）

16,400円⇒
18,000円
（＋1,600）

25,900円
（据え置き）

9,700円⇒
10,700円
（＋1,000）

なし

所得割
（1人につき）

均等割
（1人につき）

平等割
（1世帯につき）

階級

団長

副団長

分団長

副分団長

部長

班長

団員

272,000円

179,300円

80,400円

66,000円

41,000円

37,000円

36,500円

２７０,０００円

１７８,０００円

７９,０００円

６６,０００円

３４,０００円

３０,０００円

２９,０００円

改正後
（年額）

改正前
（年額）

可
決

可
決

可
決

答答

問

問

答答 問問

答 問

答

答 問

問
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建設環境常任委員会

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

　
①
の
二
期
処
分
場
建
屋

内
を
確
認
後
、
場
外
に
出

て
②
の
一
期
処
分
場
、
③

④
⑤
の
二
期
拡
張
部
、
水

処
理
施
設
を
確
認
。
そ
の

後
、
車
で
移
動
し
、
⑥
⑦

の
一
期
処
分
場
浸
透
水
を

確
認
。

　
二
期
の
受
託
廃
棄
物
の

処
理
状
況
は
、
県
が
受
託

廃
棄
物
の
早
期
処
理
を
継

続
的
に
指
導
し
た
と
こ
ろ
、

令
和
元
年
は
１
０
０
ト
ン

程
度
で
あ
っ
た
搬
出
量
が
、

令
和
３
年
は
１
，
２
２
０

ト
ン
、
令
和
４
年
は

１
，
３
０
０
ト
ン
と
増
加

し
て
お
り
、
現
在
も
継
続

的
に
搬
出
さ
れ
て
い
る
。

　
現
在
、
事
業
者
は
県
の

指
導
に
従
っ
て
廃
棄
物
の

搬
出
に
係
る
手
続
き
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

県
は
定
期
的
に
立
ち
入

り
検
査
を
行
っ
て
お
り
、

毎
月
、
処
分
場
内
の
浸
透

水
等
、
周
辺
の
河
川
及
び

地
下
水
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

を
行
っ
て
い
る
が
、
生
活

環
境
保
全
上
、
特
に
問
題

は
な
い
と
の
立
場
だ
っ
た

が
、
令
和
５
年
４
月
か
ら

水
処
理
施
設
の
稼
働
を
停

止
し
て
い
る
が
、
毎
月
の

水
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

の
結
果
、
基
準
超
過
は
確

認
さ
れ
て
い
な
い
。

視
察
ル
ー
ト

現
状

今
後
の
対
応

問

受
託
廃
棄
物
の
搬
出

完
了
時
期
は
。

　
　廃
塗
料
の
処
分
方
法

を
検
討
し
て
い
る
た
め
、

現
時
点
で
回
答
は
困
難
で

あ
る
。

　
県
は
公
害
等
調
整
委
員

会
の
裁
定
の
結
果
に
つ
い

て
触
れ
ら
れ
、
現
在
の
と

こ
ろ
、
水
に
問
題
は
な
い

と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

　
参
加
者
か
ら
、
同
委
員

会
か
ら
の
裁
定
の
付
言
で

は
「
現
時
点
で
は
、
山
神

水
道
企
業
団
の
原
水
や
浄

水
の
安
全
性
に
影
響
が
及

ん
で
い
る
と
は
認
め
ら
れ

な
い
も
の
の
、
自
然
的
・

時
間
的
要
因
な
ど
様
々
な

要
因
に
よ
り
、
将
来
的
に

一
定
の
問
題
が
生
じ
る
可

能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

　
県
に
お
い
て
、
現
在
行

な
っ
て
い
る
旧
処
分
場
に

係
る
分
析
検
査
等
の
定
期

的
な
水
質
検
査
や
立
入
検

査
等
を
今
後
も
継
続
な
い

し
拡
充
す
る
な
ど
し
、
そ

れ
ら
に
よ
っ
て
異
常
・
異

変
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に

は
、
迅
速
か
つ
適
切
な
措

置
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、

住
民
の
日
常
生
活
に
不
安

を
与
え
る
こ
と
が
な
い
よ

う
対
処
さ
れ
る
こ
と
を
望

む
も
の
で
あ
る
。」
と
の

紹
介
が
あ
っ
た
。

　
委
員
会
と
し
て
は
、
将

来
的
な
影
響
は
排
除
で
き

な
い
た
め
、
引
き
続
き
水

質
・
ガ
ス
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
調
査
の
結
果
を
注
視
す

る
と
と
も
に
、
改
善
命
令

の
履
行
が
さ
れ
る
よ
う
、

今
後
に
つ
い
て
注
視
し
て

い
き
た
い
。

ま
と
め

二期拡張部の全景

視察ルート

条例の内容についてはこちらから

廃塗料が入ったコンテナ

筑紫地区各市議会議長から県教育長へ意見書を提出

上水道

下水道

給水人口

年間総給水量

排水人口

年間総排水量

2024（令和6）年度

９1,7００人

８,319,０００㎥

101,1００人

８,781,4００㎥

2023（令和5）年度

９０,２００人

８,２０９,０００㎥

９９,５００人

８,６６６,２００㎥

令
和
６
年
度

上
下
水
道
事
業
会
計
予
算

令
和
６
年
度
水
道
事
業

の
収
入
予
定
額
は
21
億
32

万
円
、
支
出
予
定
額
は
19

億
４
３
２
１
万
円
で
、
収

支
は
約
１
億
５
３
０
０
万

円
（
税
込
）
の
黒
字
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
下
水
道
事

業
の
収
入
予
定
額
は
、
23

億
３
１
３
５
万
円
、
支
出

予
定
額
は
21
億
２
７
８
１

万
円
で
、
収
支
は
約
２
億

３
５
４
万
円
（
税
込
）
の

黒
字
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

問

水
道
利
用
加
入
金
の

計
上
の
仕
方
は
ど
う
い
う

考
え
に
基
づ
い
て
い
る
の

か
。

答
　
前
年
度
比
で
同
程
度

の
戸
数
が
建
つ
と
い
う
予

測
で
、
大
体
年
間
に
３
５

０
程
度
の
専
用
住
宅
、
約

50
件
程
度
の
マ
ン
シ
ョ
ン

が
建
っ
て
い
る
よ
う
な
状

況
で
、
約
１
億
10
万
円
と

し
て
い
る
。

問

地
震
で
か
な
り
の
水

道
管
や
上
下
水
道
管
が
破

損
し
て
使
え
な
く
な
っ
て

し
ま
う
と
い
う
こ
と
を
踏

ま
え
て
予
算
を
組
ん
で
い

る
の
か
。

答
　
費
用
対
効
果
を
考
え

な
が
ら
耐
震
化
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

概
要

概
要

山
神
ダ
ム
上
流
域
　
旧
産
業
廃
棄
物
処
分
場
の
現
状

　
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
・
ガ
ザ
地
区
を
実
効
支
配
す
る
イ
ス
ラ
ム
組
織
ハ
マ
ス
に
よ

る
イ
ス
ラ
エ
ル
攻
撃
と
人
質
連
行
に
対
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
ガ
ザ
地
区
に
対
す
る
大

規
模
攻
撃
を
開
始
し
１
０
０
日
以
上
が
経
過
し
ま
し
た
。
ガ
ザ
地
区
の
人
道
状
況
は
、

ユ
ニ
セ
フ
広
報
官
が
『
子
ど
も
た
ち
の
墓
場
と
化
し
、
人
々
の
生
き
地
獄
と
な
っ
て

い
る
』
と
発
言
す
る
な
ど
、
深
刻
な
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　
ど
ち
ら
の
攻
撃
も
、
国
際
法
、
国
際
人
道
法
に
反
し
て
お
り
、
国
連
人
権
高
等
弁

務
官
が
、
双
方
に
よ
っ
て
戦
争
犯
罪
が
行
わ
れ
て
い
る
と
の
認
識
を
示
し
、
各
国
に

対
し
、
即
時
停
戦
に
向
け
た
努
力
が
必
要
だ
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
本
市
は
非
核
平
和
都
市
宣
言
を
は
じ
め
、
全
国
に
先
駆
け
て
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
、
国
籍
や
民
族
、
文
化
の
違
い
を
豊
か
さ
と
し
て
生
か
し
、
全
て
の

人
が
互
い
に
認
め
合
う
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
こ
と
か

ら
も
、
ガ
ザ
地
区
に
お
け
る
危
機
的
な
状
況
を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
よ
っ
て
、
国
に
対
し
、
ハ
マ
ス
と
イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
し
即
時
停
戦
の
た
め
の
交
渉

及
び
ガ
ザ
地
区
に
お
け
る
人
道
支
援
に
向
け
、
円
滑
な
外
交
努
力
を
し
、
即
時
停
戦

と
人
道
支
援
を
行
う
こ
と
を
強
く
求
め
る
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
地
区
に
お
け
る

　
　
即
時
停
戦
を
強
く
求
め
る
意
見
書

概
要

　
文
部
科
学
省
は
、
全
国
の
公
立
学
校
の
「
教

師
不
足
」
に
関
す
る
実
態
調
査
結
果
を
令
和
３

年
１
月
に
公
表
し
ま
し
た
。
福
岡
県
で
は
令
和

３
年
５
月
１
日
時
点
で
１
３
２
人
の
教
員
が
不

足
し
て
い
る
と
い
う
深
刻
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
教
員
不
足
の
最
大
の
原
因
は
、
勤
務
時
間
が

１
日
平
均
約
12
時
間
と
い
う
長
時
間
労
働
に
あ

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
精
神
疾
患
に
よ
る
休
職

者
が
増
え
、
中
途
退
職
す
る
教
員
が
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。

　
課
題
解
決
に
は
、
教
員
の
負
担
軽
減
し
か
な

い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
福
岡
県
に
対
し
、
筑

紫
地
区
の
各
市
議
会
合
同
で
「
教
員
不
足
解
消

の
た
め
定
数
増
な
ど
抜
本
的
な
対
策
を
強
く
求

め
る
意
見
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

教
員
不
足
解
消
の
た
め
定
数
増
な
ど

　
　
抜
本
的
な
改
善
を
求
め
る
意
見
書

２件の意見書を可決しました

市議会ハラスメント防止条例を制定しました!!
　あらゆるハラスメントは他者に対して行われる極めて卑劣な行為であり、人権侵害でもあり
ます。また、個人の尊厳を著しく傷つけ、万が一、議員によるハラスメントが発生した場合、
議会活動に支障をきたし議会の社会的信用及び信頼を失うことにつながります。
　市議会では、議員及び議会としての役割を十分に発揮するため、ハラスメントの防止に努め
るよう、この条例を議員発議により制定しました。

対象となるハラスメント行為は…
♦議会内での議員同士のハラスメント
♦議員の地位を利用した市職員に対するハラスメント

ハラスメントを防止するために…
♦議員の規範を遵守します
♦ハラスメントに関する研修を実施します

ハラスメント行為が起きたら…
♦ハラスメント行為をした議員に対して、
 　指導、助言、注意を行い、氏名などを公表します

議案

視察

可
決

問答

答

答 問

問
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建設環境常任委員会

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

　
①
の
二
期
処
分
場
建
屋

内
を
確
認
後
、
場
外
に
出

て
②
の
一
期
処
分
場
、
③

④
⑤
の
二
期
拡
張
部
、
水

処
理
施
設
を
確
認
。
そ
の

後
、
車
で
移
動
し
、
⑥
⑦

の
一
期
処
分
場
浸
透
水
を

確
認
。

　
二
期
の
受
託
廃
棄
物
の

処
理
状
況
は
、
県
が
受
託

廃
棄
物
の
早
期
処
理
を
継

続
的
に
指
導
し
た
と
こ
ろ
、

令
和
元
年
は
１
０
０
ト
ン

程
度
で
あ
っ
た
搬
出
量
が
、

令
和
３
年
は
１
，
２
２
０

ト
ン
、
令
和
４
年
は

１
，
３
０
０
ト
ン
と
増
加

し
て
お
り
、
現
在
も
継
続

的
に
搬
出
さ
れ
て
い
る
。

　
現
在
、
事
業
者
は
県
の

指
導
に
従
っ
て
廃
棄
物
の

搬
出
に
係
る
手
続
き
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

県
は
定
期
的
に
立
ち
入

り
検
査
を
行
っ
て
お
り
、

毎
月
、
処
分
場
内
の
浸
透

水
等
、
周
辺
の
河
川
及
び

地
下
水
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

を
行
っ
て
い
る
が
、
生
活

環
境
保
全
上
、
特
に
問
題

は
な
い
と
の
立
場
だ
っ
た

が
、
令
和
５
年
４
月
か
ら

水
処
理
施
設
の
稼
働
を
停

止
し
て
い
る
が
、
毎
月
の

水
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

の
結
果
、
基
準
超
過
は
確

認
さ
れ
て
い
な
い
。

視
察
ル
ー
ト

現
状

今
後
の
対
応

問

受
託
廃
棄
物
の
搬
出

完
了
時
期
は
。

　
　廃
塗
料
の
処
分
方
法

を
検
討
し
て
い
る
た
め
、

現
時
点
で
回
答
は
困
難
で

あ
る
。

　
県
は
公
害
等
調
整
委
員

会
の
裁
定
の
結
果
に
つ
い

て
触
れ
ら
れ
、
現
在
の
と

こ
ろ
、
水
に
問
題
は
な
い

と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

　
参
加
者
か
ら
、
同
委
員

会
か
ら
の
裁
定
の
付
言
で

は
「
現
時
点
で
は
、
山
神

水
道
企
業
団
の
原
水
や
浄

水
の
安
全
性
に
影
響
が
及

ん
で
い
る
と
は
認
め
ら
れ

な
い
も
の
の
、
自
然
的
・

時
間
的
要
因
な
ど
様
々
な

要
因
に
よ
り
、
将
来
的
に

一
定
の
問
題
が
生
じ
る
可

能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

　
県
に
お
い
て
、
現
在
行

な
っ
て
い
る
旧
処
分
場
に

係
る
分
析
検
査
等
の
定
期

的
な
水
質
検
査
や
立
入
検

査
等
を
今
後
も
継
続
な
い

し
拡
充
す
る
な
ど
し
、
そ

れ
ら
に
よ
っ
て
異
常
・
異

変
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に

は
、
迅
速
か
つ
適
切
な
措

置
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、

住
民
の
日
常
生
活
に
不
安

を
与
え
る
こ
と
が
な
い
よ

う
対
処
さ
れ
る
こ
と
を
望

む
も
の
で
あ
る
。」
と
の

紹
介
が
あ
っ
た
。

　
委
員
会
と
し
て
は
、
将

来
的
な
影
響
は
排
除
で
き

な
い
た
め
、
引
き
続
き
水

質
・
ガ
ス
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
調
査
の
結
果
を
注
視
す

る
と
と
も
に
、
改
善
命
令

の
履
行
が
さ
れ
る
よ
う
、

今
後
に
つ
い
て
注
視
し
て

い
き
た
い
。

ま
と
め

二期拡張部の全景

視察ルート

条例の内容についてはこちらから

廃塗料が入ったコンテナ

筑紫地区各市議会議長から県教育長へ意見書を提出

上水道

下水道

給水人口

年間総給水量

排水人口

年間総排水量

2024（令和6）年度

９1,7００人

８,319,０００㎥

101,1００人

８,781,4００㎥

2023（令和5）年度

９０,２００人

８,２０９,０００㎥

９９,５００人

８,６６６,２００㎥

令
和
６
年
度

上
下
水
道
事
業
会
計
予
算

令
和
６
年
度
水
道
事
業

の
収
入
予
定
額
は
21
億
32

万
円
、
支
出
予
定
額
は
19

億
４
３
２
１
万
円
で
、
収

支
は
約
１
億
５
３
０
０
万

円
（
税
込
）
の
黒
字
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
下
水
道
事

業
の
収
入
予
定
額
は
、
23

億
３
１
３
５
万
円
、
支
出

予
定
額
は
21
億
２
７
８
１

万
円
で
、
収
支
は
約
２
億

３
５
４
万
円
（
税
込
）
の

黒
字
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

問

水
道
利
用
加
入
金
の

計
上
の
仕
方
は
ど
う
い
う

考
え
に
基
づ
い
て
い
る
の

か
。

答
　
前
年
度
比
で
同
程
度

の
戸
数
が
建
つ
と
い
う
予

測
で
、
大
体
年
間
に
３
５

０
程
度
の
専
用
住
宅
、
約

50
件
程
度
の
マ
ン
シ
ョ
ン

が
建
っ
て
い
る
よ
う
な
状

況
で
、
約
１
億
10
万
円
と

し
て
い
る
。

問

地
震
で
か
な
り
の
水

道
管
や
上
下
水
道
管
が
破

損
し
て
使
え
な
く
な
っ
て

し
ま
う
と
い
う
こ
と
を
踏

ま
え
て
予
算
を
組
ん
で
い

る
の
か
。

答
　
費
用
対
効
果
を
考
え

な
が
ら
耐
震
化
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

概
要

概
要

山
神
ダ
ム
上
流
域
　
旧
産
業
廃
棄
物
処
分
場
の
現
状

　
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
・
ガ
ザ
地
区
を
実
効
支
配
す
る
イ
ス
ラ
ム
組
織
ハ
マ
ス
に
よ

る
イ
ス
ラ
エ
ル
攻
撃
と
人
質
連
行
に
対
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
ガ
ザ
地
区
に
対
す
る
大

規
模
攻
撃
を
開
始
し
１
０
０
日
以
上
が
経
過
し
ま
し
た
。
ガ
ザ
地
区
の
人
道
状
況
は
、

ユ
ニ
セ
フ
広
報
官
が
『
子
ど
も
た
ち
の
墓
場
と
化
し
、
人
々
の
生
き
地
獄
と
な
っ
て

い
る
』
と
発
言
す
る
な
ど
、
深
刻
な
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　
ど
ち
ら
の
攻
撃
も
、
国
際
法
、
国
際
人
道
法
に
反
し
て
お
り
、
国
連
人
権
高
等
弁

務
官
が
、
双
方
に
よ
っ
て
戦
争
犯
罪
が
行
わ
れ
て
い
る
と
の
認
識
を
示
し
、
各
国
に

対
し
、
即
時
停
戦
に
向
け
た
努
力
が
必
要
だ
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
本
市
は
非
核
平
和
都
市
宣
言
を
は
じ
め
、
全
国
に
先
駆
け
て
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
、
国
籍
や
民
族
、
文
化
の
違
い
を
豊
か
さ
と
し
て
生
か
し
、
全
て
の

人
が
互
い
に
認
め
合
う
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
こ
と
か

ら
も
、
ガ
ザ
地
区
に
お
け
る
危
機
的
な
状
況
を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
よ
っ
て
、
国
に
対
し
、
ハ
マ
ス
と
イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
し
即
時
停
戦
の
た
め
の
交
渉

及
び
ガ
ザ
地
区
に
お
け
る
人
道
支
援
に
向
け
、
円
滑
な
外
交
努
力
を
し
、
即
時
停
戦

と
人
道
支
援
を
行
う
こ
と
を
強
く
求
め
る
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
地
区
に
お
け
る

　
　
即
時
停
戦
を
強
く
求
め
る
意
見
書

概
要

　
文
部
科
学
省
は
、
全
国
の
公
立
学
校
の
「
教

師
不
足
」
に
関
す
る
実
態
調
査
結
果
を
令
和
３

年
１
月
に
公
表
し
ま
し
た
。
福
岡
県
で
は
令
和

３
年
５
月
１
日
時
点
で
１
３
２
人
の
教
員
が
不

足
し
て
い
る
と
い
う
深
刻
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
教
員
不
足
の
最
大
の
原
因
は
、
勤
務
時
間
が

１
日
平
均
約
12
時
間
と
い
う
長
時
間
労
働
に
あ

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
精
神
疾
患
に
よ
る
休
職

者
が
増
え
、
中
途
退
職
す
る
教
員
が
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。

　
課
題
解
決
に
は
、
教
員
の
負
担
軽
減
し
か
な

い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
福
岡
県
に
対
し
、
筑

紫
地
区
の
各
市
議
会
合
同
で
「
教
員
不
足
解
消

の
た
め
定
数
増
な
ど
抜
本
的
な
対
策
を
強
く
求

め
る
意
見
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

教
員
不
足
解
消
の
た
め
定
数
増
な
ど

　
　
抜
本
的
な
改
善
を
求
め
る
意
見
書

２件の意見書を可決しました

市議会ハラスメント防止条例を制定しました!!
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♦議会内での議員同士のハラスメント
♦議員の地位を利用した市職員に対するハラスメント

ハラスメントを防止するために…
♦議員の規範を遵守します
♦ハラスメントに関する研修を実施します

ハラスメント行為が起きたら…
♦ハラスメント行為をした議員に対して、
 　指導、助言、注意を行い、氏名などを公表します

議案

視察

可
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答
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